
課題研究の指導サポート

研究にかけた思いを表す

岡山県立玉島高等学校 理数科



１．発表ポスターのサイズ
一般的には，Ａ０判までと指定されていることが多いですが，学会や発表会によってポス

ターのサイズが指定されることや，ポスターを貼るためのボードの大きさが指示されている
ので，実施要項を確認する必要があります。しかし，発表ポスターの枚数が指定されていな
い場合は，貼付用ボードのサイズによっては，Ａ０判用紙２枚のポスターを貼れたり，Ａ０
判用紙のメインポスター１枚とＡ４判用紙の資料をその周囲に貼れることもあります。

Ａ０判：１１８９mm×８４１mm Ａ１判：８４１mm×５９４mm
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２．発表ポスターを貼るボードサイズ
通常は，発表用ポスター１枚が貼れる貼付用ボード１枚が用意されており，隣の貼付用ボー

ドとすき間無く配置されていることが多くなります。ただし，大きな学会や発表会になると，
貼付用ボードどうしの間隔が広くとられ，前に長机が置かれており資料やパソコン等が置ける
こともあります。

Ａ０判 Ａ０判 Ａ０判

ＳＳＨ生徒研究発表会：Ａ０判貼付用ボード２枚と両端にＡ０判を縦に半分にし
たサイズのボードが設置，前に長机が設置

中国四国九州地区理数科高校課題研究発表大会：
Ａ０判貼付用ボード１枚と前に長机が設置
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３．色覚のバリアフリー
①暖色系と寒色系の色を組み合わせる。 例）赤と緑，紫と青，オレンジと黄緑は避ける
②明るい色と暗い色を組み合わせる。
③背景と文字の明るさにコントラストをつける。

大判のプリンターがないときは，無理にＡ０判用紙に印刷しなくても，Ａ４判用紙に印刷
したものを貼付用ボードに並べて貼ってもよいと思います。昔は，Ａ０判用紙で印刷できる
プリンターは大学にもなく，Ａ４判用紙に印刷したものを貼付用ボードに並べて貼っていた
ものです。発表形式も，「ポスター発表」ではなく，「パネルディスカッション」と呼んで
いたような気がします。その頃の工夫と言えば，Ａ４判用紙に印刷したものを色画用紙に貼
り付けて縁取りしたものを貼付用ボードに貼り付けていました。



（３）視線の流れ
①目的から結論

まで，自然な
流れで追える

②各要素を
ブロック化し
枠線で囲む

③各ブロックに，
番号や見出し
を付ける

課題研究 ～ポスター作成の指導で大切にすること～

第２学年１１月 初めてのポスター発表

（１）はじめに
①研究内容が一目でわかるポスター，正解は1つではない。
②理数科で用いている作成ソフト･･･パワーポイントやワード
③「見せるポスター」と「読ませるポスター」，高校生は「見せるポスター」
④色を有効に使う ⑤文字と背景のコントラストをはっきりと
⑥字体や色で強調

第２学年２月 岡山県理数科課題研究合同発表
会

第３学年８月 全国ＳＳＨ生徒研究発表会

（４）タイトル
①内容を適切に表すタイトル
×「鉄の腐食について」
△「鉄を腐食から守るクエン酸効果」

②大きな字で，はっきりと上部に書く

（５）文字
①書体
ＭＳゴシック「TACT研修会ポスター３」
メイリオ 「TACT研修会ポスター３」
遊ゴシック「TACT研修会ポスター３」
②Ａ４判に縮小印刷しても，

十分に読める大きさの字

（２）構成
① タイトル
② 発表者名，学校名，学年等
③ はじめに，動機，要約，目的
④ 方法
⑤ 結果
⑥ 考察
⑦ まとめ，結論
⑧ 謝辞
⑨ 参考文献，引用文献

仮説と検証

（７）参考文献の書き方
① 図書の場合

1)玉島太郎.錆の化学新研究.岡山,倉敷堂出版,2016,p.432.
② ウェブページの場合

2)㈱たまっこ製作所. ”サビ発生の反応機構”.
http://www.tamakko-s.co.jp/rust/mechanism.html,
（参照2016-12-1）

3)慶應義塾大学日吉メディアセンター.”参考文献の書き方”.
http://www.hc.lib.keio.ac.jp/studyskills/pdf
/8_example.pdf,（参照2016-10-3） ･･･今回参考にしたＨＰ
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（６）図や表のタイトル
①図や写真のタイト
ルは下に付ける

②表のタイトルは上
に付ける

文字数が多すぎる

表のタイトルがない

写真の説明がない

点を結ぶだけではだめ

ブロック毎に背景で区切られてわかりやすい

図や写真の説明がきちんと書かれていてよい

仮説がまとめて書かれていてわかりにくい 図示されていて，内容が
イメージしやすい

仮説と結論が近くにまとまっていて，
わかりやすい。



発表ポスター作成のヒント 
（１）はじめに 
 ①研究内容が一目でわかるポスター，正解は1つではない。 
 ②ワープロソフト「ワード」なら，テキストボックスを活用すると便利 
 ③「見せるポスター」と「読ませるポスター」，高校生は「見せるポスター」 
 ④色を有効に使う   ⑤文字と背景のコントラストをはっきりと 
 ⑥字体や色で強調    

（２）構成 
 ① タイトル 
 ② 発表者名，学校名，学年等  
 ③ はじめに，動機，要約，目的 
 ④ 方法 
 ⑤ 結果 
 ⑥ 考察 
 ⑦ まとめ，結論 
 ⑧ 謝辞 
 ⑨ 参考文献，引用文献 

（３）視線の流れ 
 ①目的から結論まで， 
  自然な流れで追える 
 ②各要素をブロック化し 
  枠線で囲む 
 ③各ブロックに，番号や    
  見出しを付ける 
 

 
   

タイトル 
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１.目的 

２.方法 
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３.結果 
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４.結論 

５.参考   
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タイトル 
発表者名等 

（目的） 

１.方法 
 
写真 

２.結果 
 
図や表 

（結論） 

３.参考文献 

（４）タイトル 
 ①内容を適切に表すタイトル 
  ×「鉄の腐食について」 
  △「鉄を腐食から守るクエン酸効果」 
 ②大きな字で，はっきりと上部に書く  

（５）文字 
 ①書体 
 
 ＭＳゴシック
「TACT研修会 
  ポスター３」 
 
 メイリオ 
「TACT研修会 
  ポスター３」 
 
 遊ゴシック 
「TACT研修会 

  ポスター３」 
 ②Ａ４判に縮小印刷   
  しても，十分に読  
  める大きさの字  

（６）図や表のタイトル 
 ①図や写真のタイト    
  ルは下に付ける 
 ②表のタイトルは上   
  に付ける 

（７）参考文献の書き方 
 ① 図書の場合 
   1)玉島太郎.錆の化学新研究.岡山,倉敷堂出版,2016,p.432. 
 ② ウェブページの場合 
   2)㈱たまっこ製作所. ”サビ発生の反応機構”.    
    http://www.tamakko-s.co.jp/rust/mechanism.html, 
    （参照2016-12-1） 
   3)慶應義塾大学日吉メディアセンター.”参考文献の書き方”. 
    http://www.hc.lib.keio.ac.jp/studyskills/pdf 
    /8_example.pdf,（参照2016-10-3） ･･･今回参考にしたＨＰ 
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生徒配布用の印刷原稿 


	

